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れなかった。PDMPO （LysoSensor Yellow/Blue DND-160）を用いて，珪酸の分布状況を調べた。その結果，
細胞後部の空隙と細胞質の境界が明瞭に染色され，この部位で珪酸鱗片が形成される結果を支持した。
　silafﬁn遺伝子配列：珪藻で報告されている珪酸顆粒化タンパク silafﬁn遺伝子 sil1の配列を元にプライマー
を作成し，H. neolepisの DNAを用いて nested PCRを行ったところ，珪藻の Cylindrotheca fusiformisのもの
と酷似した配列断片が得られた。sil1配列の 798bpの内，得られた配列の前半部分では，C. fusiformisとの





らも支持された。PCRにより silafﬁn様の配列断片が増幅された事から，H. neolepisの珪酸化能は，C. fusiformis
或いはそれに近縁な藻類より LGT（遺伝子水平伝播）等によりもたらされた可能性が高いと考えられる。この










silafﬁnの遺伝子に類似した配列を Hyalolithus neolepisの DNA中に見いだし，珪藻からハプト藻への珪酸化
能の水平伝播の可能性を示した。検証をさらに重ねる必要があるが，この結果は真核生物におけるバイオミ
ネラリゼーションの進化に関する新たな研究に発展することが期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
